
2 - 2 - 3 6 事務事業 1,405,880 （千円）

単位

① ％

② ％

③
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当初値 28年度末 29年度末 30年度末 元年度末 2年度末 目標値 達成度 変更目標値 変更年度

① 56.1 57.8 70.1 73.6 78.6 ― ⇗ ―

② 93.7 94.3 95.8 95.6 95.2 96.5 95.0 100%

③

④

■施策における総括

○

○

実感指標 いつでも安心して水を利用できると思う町民の割合

令和２年度　施策評価シート

■第５次粕屋町総合計画の体系

まちづくりの目標
（施策の大綱）

基本目標２ 都市と自然が調和し、快適に暮らせる活力あるまち

２ 安心で快適な生活基盤を備えたまちづくり

施策名 (３) 安全で安心な水源の確保と水環境の基盤強化

施策コード 施策構成 決算額

■目標／指標の達成度

基本計画に掲げる目標／指標

次年度以降に改善すべき課題

老朽化する設備や配水管の計画的な更新を行う必要がある。自己水源が乏しいた
め、今後の人口増等に備えて、井戸調査や河川からの取水を検討するとともに、関
係機関と協議を行う必要がある。大雨による河川水害に備えて、計画的に河川の
浚渫等を行う。また、道路パトロールや現地調査により、側溝や水路の土砂等の堆
積状況を把握して浚渫を実施する。

客観指標 有収率（上下水道課）

アウトカム／成果目標の進行管理

前年度までの課題

毎年古くなった配水管の計画的な更新及び人口増に対応するため、水源の確保、
配水池の整備を行う必要がある。また、現在、強化している道路パトロールにおい
て、そのノウハウを蓄積し、今後に向けたマニュアルの作成に取り組む必要があ
る。

今年度の取り組み（成果、効果）

古くなった配水管の更新や基幹管路（口径の大きな配水管）の新設を行うとともに、
配水池の築造に向けて、土地の造成工事を発注した。また、ストックマネジメント計
画に則り、重要な幹線管渠の調査を行った。浸水対策のため、調整池等の点検や
道路側溝等の浚渫を実施するほか、行政区への土嚢の配布を行った。

③取り組みが不十分であり対策が必要である。 ③進んではいるが、スピードが遅い。

④取り組みがなされていない。 ④進捗が見られない、または後退している。

■総合計画の進行管理

（１）施策実現への取り組み （２）施策実現への進捗状況

①着実に取り組まれており評価できる。 ①計画以上に進んでいる。

②取り組まれているが、まだ改善の余地がある。 ②計画どおり順調に進んでいる。


